
家庭で、家族ふれあいの場・機会を
充実させましょう

「家庭の日」とは･･･
◎「家庭の日」の誕生

「家庭の日」運動は、昭和30年（1955年）に鹿児島県の鶴田町で生
まれました。公民館の研修会で、親と子の絆の大切さ、それを強くす
るための「家庭」の大切さの見直しがあり、それに加えて農業従事者
の「農休日を設けては」という町の考
え方が重なり、「家庭の日」が産声を
あげました。
◎栃木県の状況

昭和41年8月、栃木県青少年問題協
議会において、毎月第３日曜日を「家
庭の日」と決議し、さまざまな運動を
展開することになりました。
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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業

青
年
リ
ー
ダ
ー
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

募
集
に
つ
い
て

栃
木
県
で
は
、「
栃
木
県
青
年
の

船
（
平
成
17
年
度
か
ら
「
次
世
代
青

年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」）
及
び

「
栃
木
県
女
性
の
海
外
研
修
」
両
事

業
の
見
直
し
を
し
「
次
世
代
人
材
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
概
　
要

活
力
と
美
し
さ
に
満
ち
た
郷
土

”と
ち
ぎ

“
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た

次
代
の
栃
木
県
を
担
う
人
材
づ
く

り
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

人
間
性
豊
か
で
地
域
に
貢
献
す
る

青
年
リ
ー
ダ
ー
及
び
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
向
上
を
目
指
し

た
地
域
活
動
の
推
進
役
と
な
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
市
町
と
共
同
で
育

成
し
ま
す
。

家庭で、家族ふれあいの場・機会を
充実させましょう

●
主
　
催
　

栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り

実
施
委
員
会

●
期
　
間
　

〈
事
前
・
事
後
研
修
〉

平
成
19
年
8
月
か
ら
平
成
20
年

2
月
ま
で
の
、
主
に
水
曜
日
に
開
催

（
7
回
開
催
）
し
ま
す
。
時
間
は
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

〈
海
外
研
修
〉

平
成
19
年
11
月
下
旬
の
6
日
間

（
5
泊
6
日
）
を
予
定

●
行
き
先

中
華
人
民
共
和
国
（
訪
問
都

市：

浙
江
省
、
上
海
）

●
対
象
及
び
定
員

①
青
年
リ
ー
ダ
ー
　
1
名

原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、
満

18
歳
以
上
36
歳
未
満
の
男
女
（
全

日
制
高
校
生
を
除
く
）

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
　
1
名

原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、
満

36
歳
以
上
55
歳
未
満
の
女
性
　
　
　
　

●
本
人
負
担
額

12
万
9
千
円

●
選
　
考

書
類
審
査
（
小
論
文
ほ
か
）、
面

接
等
に
よ
り
選
考

●
募
集
締
切

5
月
末
日

●
申
込
方
法

申
込
書
は
、
生
涯
学
習
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

1
（
52
）
1
1
1
9

下
野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の

登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す

〜
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
〜

下
野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
女
性
団
体
の
相
互
理
解
と

協
力
、
女
性
の
地
位
向
上
を
目
的

に
、
情
報
交
換
、
研
修
会
、
市
と

の
共
催
事
業
等
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
会
基
準

会
の
目
的
に
賛
同
す
る
団
体

（
10
名
以
上
）

●
年
会
費

2，

0
0
0
円
程
度

●
申
し
込
み
方
法

登
録
申
込
書
及
び
会
則
、
名
簿

を
生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
、
協
議
会
で
協
議
し

入
会
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

●
18
年
度
の
主
な
活
動

講
演
「
み
ん
な
で
創
る
幸
せ
な

ま
ち
づ
く
り
」〔
消
費
者
問
題
研

修
・
市
内
バ
ス
研
修
・
ゆ
う
が
お

市
民
の
つ
ど
い
（
県
研
修
発
表
・

環
境
問
題
講
演
会
）
等
〕
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●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

1
（
52
）
1
1
1
9

5
（
52
）
2
6
2
4

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
会
員
募
集

●
下
野
Ｊ
Ｌ
Ｃ
っ
て

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
学
校

に
通
っ
て
い
る
中
学
生
・
高
校
生

で
組
織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
、
子
ど
も
会
活
動
の
お
手

伝
い
や
福
祉
活
動
支
援
な
ど
幅
広

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
年
会
費

1，

0
0
0
円

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
し
込
み
書
を
生
涯
学

習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

1
（
52
）
1
1
1
9

5
（
52
）
2
6
2
4

ＪＬＣ会長より一言
子どもと遊ぶのが好きな人は必見☆人間と

して成長できるチャンス☆交流会では、栃木
県内のＪＬＣの仲間が集
い、県内の友達が増える
こと間違いなし☆今年
は、キャンプ、クリスマ
ス会等を企画中☆いっし
ょに青春を楽しもう。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

2
月
中
旬
に
各
自
治
会
に
配
布

し
ま
し
た
人
権
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
「
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
」

の
関
京
子
さ
ん
、
藤
沼
修
一
さ
ん

は
、
既
に
人
権
擁
護
委
員
を
退
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
老
原

冨
美
男
さ
ん
（
山
王
山
）
は
、（
三

王
山
）
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
課

1
（
52
）
1
1
1
9

下野市青少年育成市民会議だより下野市青少年育成市民会議だより

“大人が変われば子どもも変わる”と言いますが、大人はどのように変わればよいのでしょうか。
一般に世間の大人達は、子どもを世間体を基準に判断してはいないでしょうか。世間体を基

準に子ども達を見ると、大人は自分の考えをいろいろと押し付けたくなるものです。世間体を
気にするあまりの押し付けは、逆に子ども達にとって家庭や地域が息苦しい場所になってしま
います。その結果、深夜の徘徊や、ゲームセンターへの入りびたりなど非行の原因にもなりか
ねません。私達大人は素直に子ども達の意見に耳を傾けたり、見守ることも必要なのではない
でしょうか。これからは子ども達を見る物指し（世間体と言う物指し）を変えてみてはどうで
すか。 下野市青少年育成市民会議会長　倉井徳勇

市民会議が目指すもの

宇都宮市青少年育成市民会議が「子どもの言
い分」として子どもから集めた子どもの想いで
す。ぜひ子ども達の想いを受け止めてください。
◎「大人は今の子どもがダメだとかだらしない
とか言うけど、それをつくりだしたのはあな
たたちでしょ」
◎「私の言い分を最後まで聞いて」
◎「信じてほしい全部とは言わないから…。ほ
んの少し、ほんの少しでいい。子供を信じて
ほしい」
今後も、いくつか紹介していきます。

子どもの言い分

事務局：教育委員会生涯学習課
1 52－1119 5 52－2624

家庭

学校 地域

行政

各種団体

PTA企業




